

























































































































































































































































































































































































































































































































発行年 論 文 名 雑 誌 名 巻 ・ 号
1905年３月 元良氏視覚及聴覚操練器試用成績 児童研究 明治42年５月号
1905年３月 保護児童の体重 児童研究 大正２年９月号
1914年３月 保護児童の診断 救済研究 第２巻第４号
1915年11月 保護児童の研究 救済研究 第３巻第11号
1917年５月 余ノ実験セル日本ノ保護教育ニ就テ 神経学雑誌 第16巻第５号
1920年10月 保護児童の家出 救済研究 第８巻第10号
1920年11月 保護児童の家出 救済研究 第８巻第11号
1921年１月 保護児童の家出 児童研究 大正10年１月号
1923年２月 保護教育の将来 感化教育 １
1923年６月 退学生と保護教育との関係 社会事業研究 第11巻第６号
1923年８月 家庭主義の保護教育所（感化院）に於て職員子弟に如何なる影響ありや 感化教育 ２
1924年５月 護教児の精神状態分類に就いて 感化教育 ３
1925年２月 保護教育の方法の諸問題（其一） 感化教育 ４
1925年10月 保護教育の方法の諸問題（其二） 感化教育 ５
1926年３月 保護教育の方法の諸問題（其三） 感化教育 ６
1927年11月 活動写真と護教児 感化教育 10
1928年10月 保護教育の方法の諸問題（其四） 感化教育 13
1929年６月 保護教育の方法の諸問題（其五） 感化教育 15
1929年12月 子の盗癖を苦に三児を殺して服毒 感化教育 16
1929年12月 保護児童の診察法 児童保護（菊池） 第４巻12号
1930年３月 感化法施行三十周年所感 社会事業 第13巻12号
1930年７月 感化事業に就て 我が子 第２巻７号
1931年３月 自然と護教児に就て 感化教育 19
1931年６月 日本を若返らせ経済国難思想国難を救へ 社会事業研究 第19巻第６号
1932年７月 土山学園保護教育保母研究会 我が子 ２
1932年８月 保護教育の正道と横道 我が子 ８
1933年１月 第９回全国感化院長会議に於ける諸問題 児童保護 第３巻第１号
1933年３月 保護教育に於ける医学的方面の重要性 児童保護 第３巻３号
1933年６月 感化教育の根本問題 通俗衛生 号不明
1933年８月 撫子の露（映画シナリオ） 児童保護 第３巻８号




発行年 論 文 名 雑 誌 名 巻 ・ 号
1934年１月 児童精神病院を設置せよ 通俗衛生 第435号
1934年２月 児童精神病院の必要性に就て 精神衛生 第１巻第６号
1934年３月 保護教育と老婆心 我が子 ３
1934年３月 少年教護法の実施を前にして 社会事業研究 第22巻第３号
1933年３月 小学校生徒の教護は如何にすれば良いか 少年教護時報 第９号
1934年６月 睡眠と保護児童 我が子 ６
1934年７月 少年教護法実施につき教育家の諸賢に望む 少年教護時報 第11号
1934年10月 保護児童は如何にして鑑別すべきか 児童保護 第４巻第10号
1935年３月 兄弟喧嘩を理解せざりし彼の父の告白 我が子 ３
1935年４月 要教護児童の早期発見 社会事業研究 第23巻第４号
1935年８月 夏期に於ける要教護児童の教養 児童保護 第５巻第８号
1935年９月 要教護児童教化の最後の切り札 我が子 ９
1936年１月 年頭雑感 児童保護 第６巻第１号
1936年12月 全国少年教護協議会に関する諸家の意見 児童保護 第６巻第12号
1937年９月 本県保護教育の将来 兵庫県社会事業 昭和12年９月
1937年10月 被教護少年に及ぼす時局の影響 児童保護 第７巻第10号
1938年４月 児童教護に就て 兵庫県社会事業 昭和13年４月号
1938年４月 時局と教護児童の問題 社会事業研究 第26巻第４号
1938年６月 小学校に於ける特殊児童の教育について（一） 児童保護 第８巻第６号
1938年７月 小学校に於ける特殊児童の教育について（二） 児童保護 第８巻第７号
1938年10月 日本少年教護協会の話 兵庫県社会事業 昭和13年10月号
1938年10月 児童保護法及関係法規の統制連絡に就て 社会事業研究 第26巻第10号
1939年７月 少年教護院に於ける精神薄弱児童の問題 児童保護 第９巻第７号
1939年12月 少年教護法施行五周年記念全国少年教護事業協議会と全国児童保護大会に出席して 兵庫県社会事業 昭和14年12月号
1940年１月 満州視察旅行を終へて 児童保護 第10巻第１号
1940年３月 武田慎治郎君の逝去 児童保護 第10巻第３号
1940年11月 要保護児童の初発徴候と知能指数 児童研究 第10巻第11号
1940年11月 少年教護法と国民学校令 社会事業研究 第28巻第11号
1941年１月 少年教護と新体制 児童保護 第11巻第１号
1941年７月 少年鑑別所の将来に就て 児童保護 第11巻第７号
1941年11月 特集 少年教護事業の将来に望む 児童保護 第11巻第11号





















































































































































執筆年不明 原 稿 名 概 要
所謂性行不良なる児童について
少年教護院児童の多食に就て
対処療法的教育より原因療法的教育へ 土山学園長、11.22記載、年不明。
優生法の実施と精神衛生協会の使命 優生法（断種法）賛成の立場から論じている。
人的資源の保護育成と少年の教護 国民学校令と同年との記述があるので、1941年のものか?
特別なる保護若しくは教育を要する少年の身体的及環境的
方面の注意事項
土山学園保護教育保母研究会
要養護児童の心理 農工学校長名。其の一が「要教護児童教化の最後の切り札」。
『我が子』掲載論文の原稿か?
本県保護教育の将来 農工学校長名。少年教護院の分類。
保護教育について 児童が悪に陥らない様にするには
入園児出身校長への学籍存置の願い書 農工学校長名、成績評価、進級卒業、卒業証書発行のお願い。
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の教育化』論の検討を中心に－」『長野大学紀要』第26巻第
１号、2004年、同「菊池俊諦児童保護論の展開と「児童の権
利」概念－1920年代後半における業績の検討を中心に－」
『中部教育学会紀要』第５号、2005年などを参照。
12）前掲８）「社会事業に従事したる動機及追憶」より。
13）池田千年「余の実験せる日本の保護教育に就て」『神経学雑
誌』第16巻第５号、1917年、同「護教児の精神状態分類に就
て」『感化教育』第３号、1924年、同「児童精神病院の必要
性に就て」『精神衛生』第１巻第６号、1934年、同「少年教
護院に於ける精神薄弱児童の問題」『児童保護』第９巻第７
号、1939年など。
14）池田千年「保護教育の方法の諸問題（其一～五）『感化教育』
第４号～７号、1925-29年など。
15）池田千年「保護教育の将来」『感化教育』１、1923年、同「感
化事業について」『我が子』第２巻第７号、1930年、同「少
年教護法の実施を前にして」『社会事業研究』第22巻第３号、
1934年、同「少年教護法と国民学校令」『社会事業研究』第
28巻第11号、1940年など。
16）池田千年「予ガ実験シタル日本ノ保護教育ニ就テ」『神経学
雑誌』第16巻第５号、1917年、p.19。
17）兵庫県立土山学園『土山学園の保護教育』1922年
18）兵庫県立土山学園『保護教育』1924年、p.１。
19）兵庫県立土山学園『学園の教育』1929年、pp.18-19。
20）池田千年「少年教護法の実施を前にして」『社会事業研究』
第22巻第３号、1934年、p.59。
21）池田千年「少年教護法と国民学校令」『社会事業研究』第28
巻第11号、1940年、pp.27-28。
22）前掲８）「社会事業に従事したる動機及追憶」。
23）操練器を用いた実践については、池田千年「元良氏視覚及ビ
聴覚操練器試用成績」『児童研究』第12巻第11号、1909年に
詳しい。この論文では、特に精神発達の遅れが目立っていた
児童の注意力が高まり遺尿も減少した例が報告されてい
る。
24）兵庫県立農工学校『農工学校三十年史』1940年を参照。
25）兵庫県立土山学園『保護教育』1925年、pp.4-5。
26）第９回全国感化院長会議での池田の発言。「第九回全国感化
院長会議に於ける諸問題」『児童保護』第３巻第１号、1933
年、p.15。
27）池田千年「少年鑑別所の将来に就て」『児童保護』第11巻第
７号、1941年、pp.8-10。
28）池田は、関西感化教育会の中心人物として少年教護法制定
運動に関わりながらも、帝国議会での法案上程にあわせて
上京した武田らと異なり、終始冷静に情勢分析をし、武田ら
に宛てて「こそくの改正なら此際むしろ止めた方が宜しく
はないかと思ひます」（『社会福祉法人武田塾所蔵資料３』
P.216）と書き送っている。
（本研究は科学研究費補助金基盤研究Ｃ課題番号
21531026の研究成果の一部である。）
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